
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
は
昨
年

月

日
、
皆

12

26

川
治
鶴
岡
市
長
に
「
２
０

２
５
年
度
予
算
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。で

は
、

重
要
要
望
事
項

物
価
高
騰
が
市
民
生

１
．

活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
市
独
自
の
支
援
を
。

国
保
や
介
護
、
後
期

２
．

医
療
な
ど
の
負
担
軽
減
を

図
る
。小

中
一
貫
校
・
義
務

３
．

教
育
学
校
は
、
学
校
制

度
の
「
複
線
化
」
と
、

藤
島
と
他
地
域
と
の

教
「

育
の
平
等
性
」
に
懸
念

が
生
じ
、
実
施
の
再
検

討
を
。

廃
校
に
よ
る
地
域
の

人
口
減
少
を
直
視
し
、
小

規
模
校
の
維
持
で
教
育
環

境
を
整
え
る
こ
と
。

学
校
給
食
は
、
無
償

４
．

化
継
続
と
国
に
財
源
対
策

を
求
め
る
こ
と
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改

築
計
画
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
市

一
本
化
は
行
わ
ず
、
理
想

と
す
る
自
校
直
営
方
式
へ

の
転
換
と

「
オ
ー
ガ
ニ

、

ッ
ク
給
食
」
政
策
を
。

図
書
館
の
改
築
計
画

５
．

は
、
市
民
の
声
を
十
分
に

反
映
し
、
公
設
・
公
営
を

堅
持
す
べ
き
。

大
雨
被
害
に
見
舞
わ

６
．

れ
た
京
田
川
・
藤
島
川
な

ど
、
気
候
危
機
と
自
然
災

害
へ
の
対
応
を
図
る
。

株
式
会
社
ス
タ
ン
レ

７
．

ー
鶴
岡
製
作
所
（
鶴
岡
市

渡
前
）
の
吸
収
合
併
・
解

散
の
撤
回
と
見
直
し
、
雇

用
の
確
保
を
求
め
る
。

な
ど
７
項
目
を
求
め
ま

し
た
。

は
、
１

各
分
野
の
要
望

６
８
項
目
で
す
。

－ 1 －
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２
０
２
４
年
７
月

日
早
朝
、
京
田
川
の
越
水
で
藤

26

島
・
三
和
地
区
が

海

に
囲
ま
れ
た
大
雨
被
害

庄

「

」

（

内
町
千
本
杉
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
／
庄
内
町
住
民

提
供
）

要望書全文



国
政
で
は
政
権
与
党
が

少
数
に
な
る
変
化
が
生
ま

れ
、
国
民
の
願
い
が
実
現

す
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま

し
た
。

鶴
岡
市
議
会
で
も
自
公

会
派
が
少
数
に
な
り
、
市

民
の
請
願
が
通
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

え
ん
罪
の
早
期
救
済

核
禁
条
約
可
否
同
数

月
議
会
で

「
刑
事

、

12
訴
訟
法
の
『
再
審
規
定
』

改
正
の
請
願
」
は
、
賛
成

、
反
対

の
賛
成
多
数

14

11

で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

袴
田
巌
事
件
な
ど
、
え

ん
罪
被
害
者
の
早
期
救
済

に
、
令
和
２
年
（
２
０
２

０
）

月
議
会
で
不
採
択

12

に
な
っ
た
請
願
の
歴
史
的

な
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の

」

、

署
名
・
批
准
の
請
願

は

賛
成

、
反
対

の
可
否

11

11

同
数
と
な
り
、
議
長
裁
決

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た

（

）
。

公
明
は
採
決
に
欠
席

「

」

ア
メ
リ
カ
の

核
の
傘

の
立
場
に
立
つ
勢
力
を
、

少
数
に
追
い
込
む
ま
で
あ

と
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

８
回
目
の
採
択

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

に
関
す
る
請
願
」
は
、
旧

市
議
会
を
含
め
過
去
７

回
、
不
採
択
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
９
月
議
会
で

は
、
賛
成

、
反
対

で

14

11

採
択
さ
れ
、
こ
れ
も
歴
史

的
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

－ ２ －

２０２４年９月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG ﾌｫ 共産党 ﾘﾍﾞ 希望 公明党 創政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

阿
部　

寛

中
沢
深
雪

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

「治安維持法犠牲者に謝罪と賠償を

する国家賠償法の制定を求める意見

書提出に関する請願」／意見書

○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●
議
長

「家族従業者の働き分を認めない所

得税法第56条の廃止のための意見書

提出を求める請願」

○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

訪問介護の基本報酬引下げの撤回を

求める意見書
○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

東北電力女川原子力発電所の再稼働

を行わないことを求める意見書
○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

２０２４年１２月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG ﾌｫ 共産党 ﾘﾍﾞ 希望 公明党 創政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

阿
部　

寛

中
沢
深
雪

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

「石井清則議員に対し猛省と責任の

自覚を促す決議」
●●●●退●●●●●●●●●●●●○○○○○○○○

議
長

「刑事訴訟法の『再審規定』の改正

を求める意見書提出に関する請願」

／意見書

○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

「核兵器禁止条約の署名・批准を国

に求める意見書提出に関する請願」
○○○○○○○○○○●●○●欠欠欠●●●●●●●●

「産業廃棄物焼却処理施設計画の見

直しをしない限り、県は認可をしな

いことを求める意見書提出に関する
請願」／意見書

○○○○●●○○○○●●●●○○○○○○○○○○○

※「核兵器禁止条約の～請願」は可否同数となり、議長裁決で不採択



－ ３ －

■鶴岡市における地域別人口推移（平成17年度合併時/令和6年10月末比較）

地域区分
2005年 2024年 増減

10月末 人口比率 10月末 人口比率 人数 ％

鶴岡地域 98,419 68.35% 84,995 72.62% -13,424 -13.64%

第一学区 10,599 7.36% 9,749 8.33% -850 -8.02%

第二学区 7,979 5.54% 6,825 5.83% -1,154 -14.46%

第三学区 13,213 9.18% 12,435 10.62% -778 -5.89%

第四学区 10,241 7.11% 8,905 7.61% -1,336 -13.05%

第五学区 9,100 6.32% 8,537 7.29% -563 -6.19%

第六学区 12,104 8.41% 11,109 9.49% -995 -8.22%

学区計 63,236 43.92% 57,560 49.18% -5,676 -8.98%

斎 2,179 1.51% 2,010 1.72% -169 -7.76%

黄金 2,324 1.61% 1,687 1.44% -637 -27.41%

湯田川 1,277 0.89% 893 0.76% -384 -30.07%

大泉 4,203 2.92% 4,012 3.43% -191 -4.54%

京田 1,714 1.19% 1,818 1.55% 104 6.07%

栄 1,114 0.77% 830 0.71% -284 -25.49%

田川 1,079 0.75% 695 0.59% -384 -35.59%

上郷 2,692 1.87% 1,895 1.62% -797 -29.61%

三瀬 1,776 1.23% 1,195 1.02% -581 -32.71%

由良 1,316 0.91% 859 0.73% -457 -34.73%

小堅 1,091 0.76% 618 0.53% -473 -43.35%

加茂 1,550 1.08% 874 0.75% -676 -43.61%

湯野浜 1,619 1.12% 1,045 0.89% -574 -35.45%

大山 7,631 5.30% 6,224 5.32% -1,407 -18.44%

西郷 3,618 2.51% 2,780 2.38% -838 -23.16%

郊外地計 35,183 24.43% 27,435 23.44% -7,748 -22.02%

藤島地域 11,968 8.31% 9,058 7.74% -2,910 -24.31%

羽黒地域 9,590 6.66% 7,250 6.19% -2,340 -24.40%

櫛引地域 8,377 5.82% 6,411 5.48% -1,966 -23.47%

朝日地域 5,531 3.84% 3,322 2.84% -2,209 -39.94%

温海地域 10,109 7.02% 6,006 5.13% -4,103 -40.59%

旧町村　計 45,575 31.65% 32,047 27.38% -13,528 -29.68%

全市　計 143,994 100.00% 117,042 100.00% -26,952 -18.72%

※住民基本台帳から



【
総
括
質
問
】

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造

①都
市

周
年
記
念
事
業
の

10

在
り
方
、
今
後
の
活
か
し

方
雇
用
・
経
済
状
況
の
実

②態
と
動
向
、
物
価
高
騰
対

策
・
低
所
得
者
等
へ
対
応

支
援米

の
作
柄
・
収
量
減
の

③実
態
と
影
響
、
自
然
災
害

の
農
業
被
害
対
応

【
一
般
質
問
】

菅井巌議員総括質問

義
務
教
育
学
校
の
附
帯

①意
見櫛

引
地
域
の
産
業
廃
棄

②物
焼
却
処
理
場
問
題

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

①整
備不

登
校
児
童
・
生
徒
へ

②の
支
援

加藤鉱一議員一般質問

障
害
者
差
別
の
解
消
に

③関
す
る
条
例

市
営
住
宅

①
会
計
年
度
任
用
職
員

②
幼
保
小
連
携

③菅
井

巌
議
員

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
現

①状
と
支
援

坂本昌栄議員一般質問長谷川剛議員一般質問

市
民
の
健
康
づ
く
り
の

②取
組
み

で
は
、
子
育
て

中
野
市

支
援
拠
点
施
設
「H

UBLIC

（
ハ
ブ
リ
ッ
ク

」
を
視

）

察
し
ま
し
た
。

旧
長
丘
小
学
校
を
活
用

し
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
合
同

菅井巌議員一般質問

会
社WIP

に
委
託
。

施
設
の
利
用
料
は
、
市

内
外
を
問
わ
ず
原
則
無
料

（
一
時
預
か
り
は
有
料
）

で
、
指
定
管
理
料
は
、
年

間
３
０
０
０
万
円
で
す
。

職
員
は
常
勤
３
人
と
パ

ー
ト

人
で
運
営
し
、
子

12

育
て
相
談
等
の
機
能
も
備

え
、
親
子
の
安
心
感
と
な

っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
教
育
支

長
野
市

援
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
サ
サ
ラ
ン

）
」

。

ド

を
視
察
し
ま
し
た

不
登
校
に
な
っ
て
い
る

小
・
中
学
生
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
10

人
程
度
で
、
市
の
会
計
年

度
任
用
職
員
で
す
。

学
校
復
帰
を
目
標
と
せ

ず
、
社
会
的
に
自
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
学
校
教

育
課
長
は

「
木
の
机
と

、

イ
ス
も
取
り
払
い
、
学
校

臭
さ
を
な
く
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。で

は
、
保
健
補

須
坂
市

導
員
の
活
動
と
取
組
み
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

保
健
補
導
員
の
担
い
手

は
、
２
年
１
期
で
入
れ
替

わ
り
、
各
町
内
会
か
ら
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
の
活
動
の
歴
史
が

66
地
域
に
根
付
き
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
土
台
を
築

い
て
い
ま
す
。

－ 4 －


